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本学会山版からWorld Cata】ogue of Algaeという本35)が出版されたが,
Chlamyd()m()nag yleinhardtiiだけでもCCAP (Culture Centre of Algae
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ワークショップの終わりに
大瀧　　保
本記録は,平成元年11月10-11日の両日にわたって東北大学遺伝生態研
究センターで開催されたワークショップ｢植物の光反応機構の解析と変異
株｣において,話題提供をしていただいた各研究者にお願いして,各話題
の大要をまとめていただいたものであります｡
本ワークショップでは菌類,藻類,シダ植物そして高等植物の中から代
表的な材料を選び, (1)それらの光反応を解析する卜でどのような変異株
が必要であるか, (2)それらの変異株をどのような方法によって単離した
か,あるいは単離しようとしているか, (3)変異株の単離に際してはどのよ
うな難点が存在し,その難点をどのように克服してきたか,そ↓て(4)そ
れらの変異株を利用してどの様な解析が行われ,どんな成果が得られたか,
あるいは期待されるか,などを中心にしてお話いただきました｡生物材料
や研究分野の違いによって,変異株を使用した研究の進展度にはそれぞれ
違いがあると思われますが,現在の研究の状況や問題点に関しでl吉報交換
を行い,技術的にも協力体制を確立できたことはきわめて有意義なことで
ありました｡
一般に,突然変異株を単離する場合,無僅生殖世代と有性生殖世代とが
如1に独立しているような生物材料は有利であると思われます｡それは無
性世代だけを利用して,短い期間で生活環をまわすことができ,すぐに形
質の発現が検定できるからであります｡このような無性世代の有利性を最
大に活用できるヒゲカビにおいては,確かに多くの変異株が得られてはお
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りますが,この材料においても,胞子の多核性や長過ぎる接合胞子の休眠
期,それに不規則なpr()営eny oj分離比など遺伝学的解析を行う上で不利な
点が多くみられ,これらを少しずつ克服する努力が今もなされているのが
現状です｡その場合,できるだけバクテリア的な取り扱いが出来るような
系の確立が念頭に置かれてきました｡
このような観点に立ちますと,明確な無性世代が存在しなかったり,あ
るいは存在しても有性世代と直列的な関係にあるシダ植物や高等植物で
は,変異株を単離する場合には菌類とはまた異なった難点が生ずることに
なります｡これらの点を克服するために,総合討論では,これらの植物体
から単細胞体やプロトプラストを多数作製して,それを菌類の胞子と同じ
様に取り扱って変異株の単離を行うことができないものかどうかが検討さ
れました｡また,多核藻類などでは糸状体の断片や遊走子を変異誘発剤で
処理することによって,変異株が単離できるのではないかという指摘もあ
りましたcL.事実ヒゲカビでは,菌糸の断片を変異誘発剤で処理することに
よっていくつかの変異株が得られております｡
アラビドプシスC/)ように,遺伝学的解析に非常に適した高等植物もあり
ますが,一般の植物では変異株の単離やそれを利用した遺伝学的解析を行
うには,世代の時間が短く,系が単純で,かつ成長の早いという微生物の
特徴に,これら植物をどれだけ近づけることができるかが一つの大きな鍵
となるように思われます｡その意味で,現在使用している材料の特性をよ
く理解し,どれだけ微生物のように取り扱うことができるかを常に考えな
がら,変異株の単離やそれを利用した解析を行うことが大切なように思わ
れます｡
また,総合討論で,光受容系が複数であるような場合の変異株の選別方
法をどのようにしたら最も効果的か,また変異株を選別する場合,現象で
選別する他に,例えば免疫学的な方法などで選別することも可能ではない
かなどについても検討されました｡参加された和田正三氏(東京都立大)か
らは,去る9月にドイツで行われた光生物学会ヨーロッパシンポジウムの
報告も行われ,世界の動向を知ることができましたが,それから判断して
も今回のワークショップは適宜であったと思われました｡また,今回の話
ワークショップuj終わりに　59
題提供者の他にも多くの研究者がそれぞれ興味ある材料で,光生物学解析
のための変異株の単離を試みていることが明らかとなり,次年度以降もこ
のトピックで話し合っていきたいとの要望も出されました｡
本ワークショップを行うにあたり御多忙中のところ話題提供をしてくだ
きり,また原稿をお寄せ戴いた先生方,コメンテーターの安部守先生(山
形大)そして和田正三先生とP[旧1明雄先生(東京都立入),それにご参加い
ただきました多くU)方々,またワークショップo)運営に御助力くださった
本センタ一の宮寄厚氏や学生の皆さんに心から御礼申し上げます｡
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